
 第 3 回 常 任 理 事 会   議事録 

                          令和 5年 9月 2 日 

                              岡山市立瀬戸公民館 

 

１ 日小連・中国小連関係の報告 

全国大会 

＊結果  男子 プログレス倉敷    決勝トーナメント進出決定戦敗退（ベスト 16） 

女子 琴東ＶＣ       予選敗退 

       混合 アルナイト備前    予選敗退 

 

第 44 回大会（2024 年度）  

東京体育館をメイン会場として 1 都 2 県（埼玉・千葉） 

  

  中国大会 

＊結果  男子 大 元       A クラス 3 位 

 岡山南       B クラス 優勝 

 アリアーレ岡山   B クラス 1 回戦敗退 

峰 南       B クラス 1 回戦敗退 

女子 大 元       A クラス 優勝 

 玉 島       A クラス 3 位 

 鴨 方       A クラス 1 回戦敗退 

 鹿 田       B クラス 1 回戦敗退 

       混合 出 部       A クラス 3 位 

真 備       A クラス 3 位 

          古 都       A クラス 1 回戦敗退 

          津山東       A クラス 1 回戦敗退 

（2024 年度中国大会 鳥取市 鳥取県民体育館にて R6.8／10~11 開催） 

  ＊反省 

 （大会全般） 

2 会場に分散しての大会運営のため、役員不足や会場移動など苦労する面もあったが、皆様の 

ご協力で大きなトラブルもなく、スムーズに運営ができた非常に良い大会だったと思う。 

他県の方からも高い評価をいただいた。 

（競技） 

・申し込み時のマイクロバスの取り扱いが示されていなかった。 

・2 日目の監督会議は行う予定がなかったため行わなかったが、変更点の説明や諸連絡を行うた 

めにも実施した方がよかったと思う。 

  ・ジップアリーナは会場が広いため、試合等のボールが遠くまで転がってしまった。 

  ・メンバー表の提出の統一ができていなかった。 

 （審判） 

  ・大会前日に審判クリニックが行えたことが良かった。 

  ・1 日にする審判の試合数が多かったため負担がかかった。 



  ・ブロック大会等でできるファーストレフリー（B 級）が少ない。 

  ・中国大会では代表者会議等でメンバー表を配布するのを忘れていた。 

  ・地元開催なのに岡山県の審判員が少なかった。5 年後に向けて審判の人数確保が必要。 

 （指導普及） 

  ・会場別に記録用紙の作成を行った。ただ、審判部から審判割り当て等の情報が届いていなか 

   ったことにより、作成に時間がかかった。 

（総務） 

・名札やマイクロバス等の質問がチームごとにあった。可能ならば、ある程度県で取り纏める 

ことができたらよかった。 

  ・会場間の連絡は比較的良かったとは思うが、もう少し細かい情報を伝えることができればよ 

かった。 

  ・弁当の手配など、トップツアーとの連携がうまく取れないことがあった。 

 

2 県協会関係の報告 

  ＊鹿児島国体  成年女子、少年女子、ビーチバレーボール、少年男女 

  ＊天皇杯、皇后杯中国ブロック大会  ジップアリーナ岡山にて 9／9（土）～10（日） 

 

3 強化指定選手選考結果の報告  別紙 

  ＊男子：35 名 女子：42 名 が強化指定選手として選考された。 

＊認定証授与式及び練習会  9 月 18 日（月）10：00～  落合白梅体育館で開催 

 

4 ＥＣＣジュニアカップについて（反省） 

 ①大会全般について 

 ・（RSK より）会場が一体化となった良い大会であった。熱気のある大会。関係者がスムーズに運

営をしていただき非常にいい大会となりました。今後も引き続きよろしくお願いします。とのこと。 

・熱中症警戒アラートの中での運営であった。今後は空調を付けて大会を行った方がいいのでは？

→時期を見て、状況に応じて対応していきたい。 

 

②各委員より 

（競技） 

・テクニカルタイムが長かった。 

・決勝大会の第 2 試合終了時点で空調をつけた。 

・決勝日は、会場準備、瀬戸会場への移動、試合間の取材等で時間が押してしまった。来年度に向

けて各委員会で検討したい。 

（審判） 

・クラスが増えたこともあり、チームに審判が 1 人しかいないところが多数あった。仕方がないか 

もしれないが、根本的に審判は 2 人必要であることを考えて欲しい。 

（指導普及） 

 ・記録全般はスムーズに行うことができた。 

・予選大会で、急遽扇風機を用意した。準備の連絡が入ったのが朝であったため、備前会場だけ、 

会場のものを借りて使用した。（扇風機の台数が足りていないことも要因） 

→今後はもっと早く用意をするために連絡を早くする。 



・熱中症対策としての見通しが甘かった。 

→実行委員会等で決定することにする。 

（総務） 

・受付は比較的スムーズに行えたと思う。 

・関係者全員に名札の着用をお願いした。また、着用をしていない方に対し口頭でお願いをした。 

このことでトラブルはなかった。 

・熱中症対策として、各会場で空調が使える施設は空調を使用し、選手・関係者に利用していただ

きました。 

 

③会場より 

 ・瀬戸会場、山陽会場ともに駐車のルールを守らないチームがあった。車の台数や当初の決まり事

を確認すること。 

 

④その他（今後の対応等） 

 ・開会式の開始時間が遅れた。 

・集合時間を守っていないチームが多数ある。決勝大会に勝ち上がっているチームなのだから時間

を守らせることも必要。 

 ・決勝大会はチーム数を減らすことは可能か。 

→（RSK）より多くのチームを映したいという思いはあるが、大会ありきの放送なので問題ない。 

（競技について） 

・試合間については、調整してみる。 

・必要なことは事前にメール等で周知しているが、チーム関係者が事前に目を通していない。 

 ・コート数を増やすこともできる状況ではあったが、結果的には大きな差はなかった。 

→むやみに会場数を減らすのは避けたい。 

 ・今後は、開始時刻を早くし、タイムテーブルに沿った運営を目指す。（17 時終了） 

 

5 U－10小学生バレーボール交流大会について  

  日時：令和 5 年 9 月 10 日（日） 

会場：瀬戸町総合運動公園体育館  落合白梅総合体育館   

岡山市立中山小学校  岡山市立政田小学校 

  参加チーム：50 チーム（VICTORYクラス 38 チーム ENJOY クラス 12 チーム） 

 

6 5年生大会について   別 紙 

  日時：令和 5 年 11月 19 日（日） 

  会場：落合白梅総合体育館  久世体育館  勝山スポーツセンター  久世中学校 

瀬戸町総合運動公園体育館 

 

7 各委員会より  ※ECC 関連及び中国大会関連については上記の反省に集約 

  競技委員会 

  ＊5 年生大会の詳細は、HP 等に掲載する。大会運営のご協力をお願いする。 

 

 



  審判委員会  

  ＊審判審査会を開催する。 

  ＊現時点の審判（B 級・C 級）の人数について把握ができていないので、名簿を作成する。 

 

  指導普及委員会   

  ＊9／3 に開催予定であったシーガルズバレーボール教室は中止 

 

  総務委員会  

  ＊バレーボールノートを配付予定。詳細は後日連絡します。 

  ＊今後の大会の運営についても、役員及び関係者の協力をお願いする。 

 

8 その他 

①広島ジュニアバレーボール大会 

  2024 年 2 月 24 日（土）～25 日（日） 呉市 

  推薦チーム：大元（男子）、大元（女子） 

 

②Ｖプレミアリーグ 

    会場はジップアリーナ他  日程等の詳細は HP で確認 

 

  ③日韓青少年夏季交流大会について  日本スポーツ協会事業 

   （派遣交流）   2024 年 8 月 8日（木）～13 日（火） 6 日間 

   （受け入れ交流） 2024 年 8 月 18 日（日）～23 日（金） 6 日間 

（日本選手 8 月 19 日（月）～22 日（木）4 日間） 

 

  ④その他 

   ・第 4 回常任理事会  12 月 2 日（土） 会場は未定 

 

   ・今後の予定、お知らせ等については、随時ホームページに掲載する。 


